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選択式　テーブル table1 から，カラム price の値が
1000 以上 2000 未満のレコードを抽出する SQL
文として，もっとも適切なものを選べ．（選択肢
は図 1 を参照）
記述式　テーブル table1 から，カラム price の値が















る．たとえば ( やや強引な例であるが ) ある解答者が，




































































例として，次の問題を考える : テーブル table1 から，
カラム price の値が 1000 以上 2000 未満であるか，ま
たはカラム startdate の値が 2019 年 4 月 3 日より前の








• price の値が，812, 1000, 1001, 1342, 1999, 2000, 2198
• startdate の値が，’2007-08-15’, ’2019-04-02’, ’2019-04-
03’, ’2025-01-13’
整列が正しく指定されていることを確認するため









































table1 の startdate の値が 2019 年 1 月 1 日より前で
あるレコードについて，price の値から 100 を減ぜよ．







OS Microsoft Windows 10























































• 学生の PC は，上記の無線アクセスポイントに接
続させる．





























































































































































いた評価を行っている．Wang らによる研究 [7] では，
意味論的な類似度が提案されている．プログラムの意







法も多数提案されている．Virtual Programming Lab [8]





























習 I」などの科目 ) においても，同様の自動採点シス
テムを構築することを検討していきたい．
註
*1   https://atcoder.jp
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